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新
年
あ
い
さ
つ

復
興
は
市
民
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

田　
　
　

武

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
が
誕
生
し
８
年
が
経
過
し
た
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
３
区
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
形
に
す
べ
き
時
、
23
・
３
・
11
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
市
民
生
活
が
大
き
く
狂
い
ま
し
た
。
合
併
効
果
が

生
れ
る
矢
先
の
出
来
事
。
で
も
、
大
災
害
の
中
で
３
区
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
行
く
事

が
、
南
相
馬
市
の
再
生
に
繋
が
る
と
信
じ
ま
す
。
津
波
被
害
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
被

災
地
の
現
実
を
見
る
と
き
、
震
災
と
原
発
事
故
が
起
こ
し
た
こ
と
の
重
大
さ
を
痛
感
い

た
し
ま
す
。
自
然
災
害
は
広
範
囲
で
あ
り
、
長
期
的
視
点
で
の
対
応
と
計
画
的
な
財
政

運
営
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
原
子
力
の
汚
染
水
を
始
め
廃
炉
作
業
に
も
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
本
市
に
は
約
５
万
人
の
方
々
が
居
住
さ
れ
て
お

り
、
住
民
の
安
全
を
最
優
先
に
し
た
市
政
運
営
と
な
る
よ
う
議
会
の
立
場
で
監
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。
長
引
く
避
難
生
活
の
開
放
。
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居

を
急
ぐ
べ
き
時
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
能
に
関
し
て
は
、
空
間
線
量
と
合
わ
せ
、
農
産
物
に
対
す
る
セ
シ
ウ
ム

含
有
量
に
も
気
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
生
産
物
を
検
査
し
、

不
安
の
払
拭
を
図
る
こ
と
も
必
要
な
手
立
て
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
と
高
齢
化
は
、
本
市
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
や
特
定
秘
密
保
護
法
も
悩
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
諸
国
と
の
不
協
和
音
も

気
に
な
り
ま
す
。
戦
後
68
年
が
経
っ
て
も
今
だ
に
多
く
の
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、

国
は
一
日
も
早
く
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
望
み
ま
す
。

　

私
事
、
昨
年
11
月
12
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
二
度
目
の
議
長
の
席
に
着
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
震
災
の
修
復
と
市
民
生
活
の
再
建
に
向
け
て
、
執
行
機
関
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
震
災
の
復
興
は
市
民
の
意
見
、
英
知
を
結
集
し
市
政
進
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
各
位
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
目
線
で
の
政
策
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
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今　

村　
　
　

裕

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

発
災
か
ら
、
間
も
な
く
丸
３
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
居
り
ま
す
。
今
だ
に
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
中
を
察
す
る
に
、
余
り
あ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
安
倍
首
相
は
「
福
島
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
再
生

は
な
い
」
と
公
言
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
、
昨
年
こ
の
欄
に
次
の
こ
と
を
書

き
ま
し
た
。

　
『
一
昨
年
の
総
選
挙
に
よ
り
、
政
権
が
代
わ
り
ま
し
た
。
当
時
を
振
り
返
れ
ば
、
各

党
首
や
代
表
は
、「
除
染
の
徹
底
」「
賠
償
の
ス
ピ
ー
ド
化
」「
被
災
者
支
援
」
を
訴
え

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
具
体
的
な
政
策
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
が
い
つ
ま
で

何
処
を
除
染
す
る
の
か
。
農
地
・
建
物
・
道
路
等
、
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
監
督
省
庁

間
の
連
携
不
足
に
よ
る
弊
害
を
、
ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
。
除
染
効
果
の
再
検
証
。

復
旧
・
復
興
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
中
間
処
理
施
設
や
仮
置
き
場
の
問
題
、
風
評
被

害
防
止
策
、
帰
還
時
期
、
賠
償
…
等
々
。
問
題
・
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。』
と
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
。「
な
る
ほ
ど
」
と
手
を
打
つ
よ
う
な
政
策
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

五
輪
招
致
で
は
、「
東
京
は
福
島
か
ら
250
㎞
離
れ
て
い
る
か
ら
安
全
だ
」「
汚
染
水
は
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。」
と
世
界
に
向
け
て
「
安
全
宣
言
」
を
し
ま
し
た
が
、

ど
れ
だ
け
の
人
が
信
用
し
、
納
得
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

市
に
目
を
向
け
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。
勿
論
、
私
た
ち
議
会
や
議
員
の

責
任
が
大
き
い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、
今
な
お
、「
非
常
事
態
」
が
続
い
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
党
派
・
会
派
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
真
に
「
市
民
党
」
的
な
立
場

で
切
磋
琢
磨
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
。
新
島
八
重
は
「
苦
労
と
不
幸
は
違
う
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

肝
に
銘
じ
、
精
進
致
し
ま
す
の
で
、
決
し
て
挫
け
る
こ
と
な
く
、
共
に
手
を
携
え
、
難

局
を
乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
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○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
育
成
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
委
託

【
契
約
の
相
手
方
】

　
Ｔ
Ｓ
Ｐ
太
陽
㈱

　
　
　
　
　
　

東
京
都
目
黒
区

【
契
約
の
金
額
】２

億
６
千
250
万
円

【
契
約
の
方
法
】　　

随
意
契
約

第
６
回
臨
時
会

補
正
予
算
関
係

１1月補正予算の概要（主な事業）
一般会計補正予算（第６号）の概要
⑴補正予算の規模
　補正額 7億 2,352 万円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 1,098 億 6,289 万円となった。
⑵主な補正内容
市民生活復興

○・津波被災住宅再建支援事業補助金
　　（東日本大震災の津波により被災した住宅の再建支援のため、再建費用の一部を助成） 1 億 4,212 万円

人づくり・子育て環境の充実

○・都市公園遊具更新事業（定住緊急交付金）（鹿島区）
　　（子どもの運動機会の確保と体力向上を図るため、鹿島区内の４都市公園の遊具の更新） 1,268 万円
○・農村公園遊具更新事業（定住緊急交付金）（鹿島区）
　　（子どもの運動機会の確保と体力向上を図るため、鹿島区内の４農村公園の遊具の更新） 2,223 万円

○は新規事業新

新

新

新

補
正
予
算
の
概
要

請
願
・
陳
情

受理番号 件　　　名 請願・陳情者氏名 内　　　　　容 議決状況

請願４
雇用の安定を求
める意見書の提
出について

日本労働組合総連
合会福島県連合会
原町地区連合
議長　澤田　精一

⑴　「解雇の金銭解決制度」の導入、「限定正社員」の
名を借りた見かけ正社員づくり、「労働者派遣法の
大幅な緩和」など、労働規制の緩和を行わず、雇用
の安定を係ること。
⑵　求人票に離職率を明記させることなど、いわゆ
る「ブラック企業」問題に対する実効性のある対策
を講じること。また、若年者雇用については、学校
における職業教育や進路指導、職業相談など就労支
援をさらに拡充すること。
⑶　環境・エネルギー分野、医療・介護分野など成
長分野での産業育成を図り、雇用を創出すること。

採　　択

陳情５
南相馬市パーク
ゴルフ場の早期
整備について

南相馬市パークゴ
ルフ協会
会長　山田　充男
　　　　　　　ほか

⑴　一日も早いパークゴルフ場の整備を目指し、早
急に計画を策定され、３年以内に整備すること。
⑵　先進地と同等規模で整備すること。
⑶　コースは、「初心者コース」「中級コース」「上級
コース」とし、最低６コース規模の整備とすること。

採　　択

陳情６
ＴＰＰ交渉に関
する意見書の提
出について

そうま農業協同組合
代表理事組合長
　　　内藤　　一

⑴　衆参農林水産委員会決議や自民党決議を必ず実
現すること。
⑵　国民への十分な情報開示とあわせて、速やかに
国内の利害関係者との相談・協議を行う枠組みをつ
くり上げ、交渉戦略に反映させること。

採　　択

12月定例会に提出された請願・陳情とその結果

完成イメージ完成イメージ


